



Rethinking Multicultural 'Kyosei' in Japan:





















































（2）カトリック教会でのスペイン語母語教室 （研究協力者：Maria Dolores Pérez   Murillo, Ph.D.）
　　　2014年10月現在，アクション・リサーチが継続中
（3）中南米における日系移住地での日本語教育（研究協力者 6名）
　　　2014年10月現在，ウェブサイト上で現地報告が継続中（http://multilingually.jp）
（4）新宿区でバイリンガルとなった子どもの追跡調査
　　　2014年11月　韓国，京畿道・ソウル特別市にて　アクションリサーチ・インタビュー調査
３．終わりに
　今年度は，「多文化共生」の理念の，流動性と定説として扱う難しさを乗り越えるためにシンポジウムを企画した。講
演者の協力を得て，子ども期に異文化体験を通して身につける意味空間とアイデンティティ，新宿区で日本語を第二言語
として学ぶ子どもたちのアイデンティティ，またカレンダーという文化が反映された「時間」，歴史の中で解釈されてき
た多文化共生，このような新たな視点で「多文化共生」を多面的に問い直す機会を得ることになった。シンポジウムでは，
講演者とのディスカッションも行い，その議論や対話から，また新たな視座が拓かれたように思われる。
　3年間のプロジェクトの最終年度にあたり，2．1で挙げた「多文化共生」の概念について，また，2．3で挙げた
フィールドワーク調査，アクション・リサーチをまとめる作業が残っている。副タイトルの「多言語アイデンティティを
肯定できるコミュニティに向けて」の課題においては，今後も継続して取り組むつもりである。
Live Multilingually: http://multilingually.jp
注
　　1．平成24年度～平成26年度科学研究費助成事業，基盤研究（C）研究課題番号：24520586
　　2． シンポジウムの講演の動画の視聴は，http://multilingually.jpからyoutubeのボタンを押すことで視聴が可能と
なる。
　　3．所属：立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科
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